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有田みかん海道とは



有田みかん海道とは

■全長 約5.6ｋｍ
■高低差 約150ｍ



有田みかん海道とは

元は農業のために整備された「みかんの道」



有田みかん海道とは

沿線にはオレンジウェイの

面影が残る



有田みかん海道とは

南側の沿岸部は西有田県立自然公園に指定

湯浅湾や紀伊水道を望む「海の道」



以前の状況



以前の状況

１．活用の状況

広報等では主にドライブやウォーキングスポットとして紹介される

「みかん海道マラソン」やウォーキングイベントのコースに利用



以前の状況

２．施設の状況

頂上付近に東屋と展望台。休憩ポイントとして利用される



以前の状況

３．管理の状況

ボランティアも含め努力されているが草木が眺望を妨げる場所も

道路脇には不法投棄も多い



状況の変化と取組の方向性



状況の変化

「河南地区避難拠点地」の完成

これに伴って水道が整備された



状況の変化

飲食店の進出とそれに伴う来訪者の増加



取組の方向性

方向性１：新たな魅力の発掘とＰＲ

状況の変化による注目度の向上

これまで取り上げられなかった

魅力の発見とＰＲの強化

知名度の向上・来訪者の増加



取組の方向性

方向性２：魅力を維持するためのルールづくりと意識向上

水道整備から始まる開発の兆し

関心の低さに由来する管理の問題

魅力を損なわないためのルールづくり

関心を向けられることによる意識向上

魅力ある環境の維持・向上



これまでの取組



これまでの取組

天体観測スポットとしての可能性

市街地のすぐ近くなのに、満天の星空が楽しめる



これまでの取組

天体観測イベントの実施

2017年１月３日実施

三大流星群のひとつ「しぶんぎ座流
星群」と長寿の星「カノープス」の
観測イベント

天体観測グループ「カノープス」の

協力により開催

来場者数 約100名



これまでの取組

天体観測イベント当日の様子



これまでの取組

サイクリングルートとしての可能性

快適に走行できる環境

起伏に富んだステージ



これまでの取組

サイクリングルートとしての知名度向上

和歌山県のサイクリングマップに掲載

ブルーラインの敷設開始



これまでの取組

サイクルステーションの設置

河南地区避難拠点地にも

スポーツ自転車向けのラックを設置



これまでの取組

フォトコンテストの
開催

多様な視点から魅力を発見

今後のＰＲ用写真の発掘



これまでの取組

有田みかん海道ＰＲフォトコンテス
ト

テーマ「有田みかん海道 夏の魅
力」

募集期間：2017/6/2～9/13

一般部門、モバイル部門、ジュニア
部門

の３部門で募集

応募総数：45件



これまでの取組
各部門最優秀賞作品



今後の展開



今後の展開

自転車試乗会の誘致

有田みかん海道を、気軽かつ存分に

自転車に触れることができる舞台に



今後の展開

「サイクリング王国わかやま」の掛け声のも
と、

各地で新しいイベントが開催

内容はグルメライドやレースが多い

有田みかん海道においても、サイクリストに

訴求するようなＰＲをしたい

しかし、ほかと同じことをするのがいいの
か？

もっと有田みかん海道の強みを活かした

企画はないのか？



今後の展開

スポーツ自転車を中心とした展示試乗会の企画

・多数のブランドが集まる試乗会は全国的にも貴重。開催地は

大都市近郊に集中

・有田みかん海道なら、都市部では難しいヒルクライムやオフロード走行も、

公道で存分に試すことができる

メーカーとの出展交渉に向けて、複数の専門店と相談しながら企画検討中



今後の展開

景観の保全

有田みかん海道の魅力は美しい景観あってこそ

土地利用のあり方について、話し合う機会を



今後の展開

・水道が通ったことによって、これまでとは違う土地利用が可能に

→無秩序な開発により景観が損なわれるリスク

・ゴミの散乱や草木の繁茂による景観の悪化

→一人ひとりの意識の向上が必要

これからの有田みかん海道のあり方について、土地所有者が話し合う場を設
ける

・土地利用や建築物・工作物についての考え方を協定書等で共有

・有田みかん海道の景観について改めて考えることで、管理について意識を
向上



ご静聴ありがとうございました。


